
二
〇
一
五
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
ラ
ン
キ
ン
グ
で
メ
キ
シ
コ

は
世
界
第
一
五
位
に
位
置
し
、
最
も
重
要
な
新
興
国

の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
メ
キ
シ
コ
は

一
一
件
の
Ｆ
Ｔ
Ａ（
自
由
貿
易
協
定
）に
加
え
四
六
カ

国
と
Ｅ
Ｐ
Ａ（
経
済
連
携
協
定
）を
締
結
し
て
お
り
、

貿
易
の
自
由
化
が
最
も
進
ん
だ
国
の
一
つ
で
も
あ
る
。

二
〇
〇
五
年
四
月
に
は
、
日
本
・
メ
キ
シ
コ
経
済
連

携
協
定
が
結
ば
れ
て
い
る
。

メ
キ
シ
コ
の
貿
易
自
由
化
は
前
世
紀
の
一
九
八
〇

年
代
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
の
時
期
に
、
わ
が
国
は

徐
々
に
衰
退
の
道
を
歩
ん
で
い
た
輸
入
代
替
モ
デ
ル

に
依
存
し
た
閉
鎖
的
な
経
済
か
ら
、
経
済
イ
シ
ュ
ー

へ
の
国
家
の
介
入
を
減
ら
し
な
が
ら
貿
易
モ
デ
ル
へ

と
徐
々
に
転
換
し
て
い
た
。
こ
の
転
換
の
結
果
、
メ

キ
シ
コ
の
貿
易
は
多
様
化
し
、
単
一
商
品（
石
油
）へ

の
依
存
を
解
消
す
る
と
と
も
に
、
一
九
八
六
年
の
Ｇ

Ａ
Ｔ
Ｔ（
関
税
及
び
貿
易
に
関
す
る
一
般
協
定
）加
盟
、

一
九
九
三
年
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ（
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協

力
）加
盟
、
一
九
九
四
年
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ（
経
済
協
力
開

発
機
構
）加
盟
、
さ
ら
に
は
主
要
貿
易
相
手
国
と
の

Ｆ
Ｔ
Ａ
／
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
締
結
な
ど
、
極
め
て
重
要
な
決

定
が
な
さ
れ
た
。

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
の

プ
レ
ゼ
ン
ス
の
向
上

こ
れ
ら
の
協
定
は
い
ず
れ
も
成
功
で
、
メ
キ
シ
コ

製
品
は
今
や
世
界
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
五
八
％
に
相
当
す
る

一
一
・
五
億
人
超
の
消
費
者
に
提
供
さ
れ
て
い
る
。

Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ（
北
米
自
由
貿
易
協
定
）発
効
の
前
年
で

あ
る
一
九
九
三
年
以
降
、
メ
キ
シ
コ
の
貿
易
額
は
世

界
全
体
で
五
六
二
％
の
増
加
を
記
録
し
た
。
そ
の
内

訳
は
、
輸
出
六
三
四
％
増
、
輸
入
五
〇
五
％
増
と
な

っ
て
い
る
。

対
日
貿
易
に
つ
い
て
は
、
日
本
・
メ
キ
シ
コ
経
済

連
携
協
定
の
発
効
以
降
、
二
〇
〇
四
年
の
一
二
七
億

五
八
〇
〇
万
ド
ル
か
ら
二
〇
一
五
年
に
は
二
二
一
億

二
九
〇
〇
万
ド
ル
と
七
三
・
四
％
の
拡
大
を
見
せ
た
。

こ
の
う
ち
対
日
輸
出
は
一
一
九
％
増（
二
一
億
七
五

〇
〇
万
ド
ル
か
ら
四
七
億
六
一
〇
〇
万
ド
ル
へ
）、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
よ
り
貿
易
の
自
由
化
を
進
め

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を

向
上
さ
せ
る

カ
ル
ロ
ス
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
ア
ル
マ
ー
ダ
・
ロ
ペ
ス
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日
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キ
シ
コ
大
使
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日
本
か
ら
の
輸
入
は
六
四
％
増（
一
〇
五
億
八
三
〇

〇
万
ド
ル
か
ら
一
七
三
億
六
八
〇
〇
万
ド
ル
へ
）で
、

現
在
、
メ
キ
シ
コ
に
と
っ
て
日
本
は
世
界
第
三
位
の

貿
易
相
手
国
で
あ
る
。

太
平
洋
同
盟
な
ら
び
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）協
定
へ
の
加
盟
は
、
メ
キ
シ
コ
が

三
〇
年
に
わ
た
り
進
め
て
き
た
自
由
貿
易
へ
の
取
り

組
み
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の

加
盟
に
よ
り
、
自
由
度
は
も
と
よ
り
世
界
で
最
も
活

力
に
溢
れ
た
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
メ
キ
シ

コ
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
も
さ
ら
に
向
上
す
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の

加
盟
一
二
カ
国
は
、
世
界
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
三
六
％
、
貿

易
額
の
二
五
％
、
Ｆ
Ｄ
Ｉ（
海
外
直
接
投
資
）の
二
八

％
、
お
よ
び
人
口
の
一
一
％
を
占
め
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参

加
は
こ
の
経
済
圏
に
入
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
現
在
、

メ
キ
シ
コ
以
外
の
一
一
カ
国
は
、
メ
キ
シ
コ
の
貿
易

額
全
体
の
七
二
％
、
対
メ
キ
シ
コ
Ｆ
Ｄ
Ｉ
の
五
五
％

を
占
め
て
い
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
発
効
に
よ
り
こ
れ
ら
の

数
字
は
大
幅
に
増
加
す
る
も
の
と
見
込
ま
れ
る
。

メ
キ
シ
コ
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
加
盟
を
決
め
た
背
景
に
は
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
加
盟
国
の
う
ち
五
カ
国（
カ
ナ
ダ
、
チ
リ
、

日
本
、
ペ
ル
ー
、
米
国
）と
締
結
し
て
い
る
Ｆ
Ｔ
Ａ

お
よ
び
Ｅ
Ｐ
Ａ
を
強
化
、
深
化
さ
せ
る
と
い
う
国
家

戦
略
が
あ
る
。
加
盟
国
間
で
の
貿
易
特
恵
を
強
め
る

と
と
も
に
メ
キ
シ
コ
製
品
の
市
場
ア
ク
セ
ス
、
特
に

日
本
市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
拡
大
す
る
こ
と
を
ね
ら

い
と
し
て
い
る
。
加
え
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
り
、
メ
キ

シ
コ
製
品
は
新
た
に
六
カ
国（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

ブ
ル
ネ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ベ
ト
ナ
ム
）の
一
億
五
五
〇
〇
万

人
超
の
消
費
者
の
手
に
届
く
道
が
開
か
れ
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
加
盟
は
メ
キ
シ
コ
の

発
展
に
と
っ
て
プ
ラ
ス

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
は
、
メ
キ
シ
コ
に
と
っ
て
満
足
の
い

く
か
た
ち
で
ま
と
ま
っ
た
。
発
効
次
第
、
メ
キ
シ
コ

製
品
の
九
〇
％
が
直
ち
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
加
盟
国
に
届
く
こ

と
に
な
り
、
九
％
が
今
後
五
年
か
ら
一
〇
年
の
間
に

自
由
化
さ
れ
る
。
残
り
の
一
％
は
部
分
的
な
譲
歩
で

あ
る
。
輸
入
面
で
は
、
加
盟
国
の
商
品
の
七
七
％
が

直
ち
に
メ
キ
シ
コ
に
ア
ク
セ
ス
可
能
と
な
り
、
三
％

が
五
年
後
、
一
九
％
が
一
〇
年
か
ら
一
五
年
後
に
自

由
化
さ
れ
、
残
り
の
一
％
が
部
分
的
な
譲
歩
と
な
っ

た
。Ｔ

Ｐ
Ｐ
へ
の
加
盟
に
よ
り
最
も
恩
恵
を
受
け
る
と

期
待
さ
れ
る
部
門
、
商
品
に
は
、
自
動
車
・
自
動
車

部
品
、
航
空
機
、
電
気
電
子
機
器
、
医
療
器
具
、
化

粧
品
、
テ
キ
ー
ラ
、
メ
ス
カ
ル（
メ
キ
シ
コ
特
産
蒸

留
酒
）、
ビ
ー
ル
、
さ
ら
に
は
ア
ボ
カ
ド
、
豚
肉
、

牛
肉
、
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
と
い
っ
た
農
畜
産
品
が

挙
げ
ら
れ
る
。
現
在
、
こ
う
し
た
製
品
の
多
く
、
特

に
農
畜
産
品
は
日
本
へ
の
主
要
輸
出
品
と
な
っ
て
い

る
。メ

キ
シ
コ
政
府
の
試
算
で
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
発
効
以

降
五
年
間
で
メ
キ
シ
コ
の
輸
出
額
は
一
五
〇
〇
億
ド

ル
増
加
し
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
一
・
三
％
押
し
上
げ
る
と
さ

れ
て
い
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
加
盟
は
さ
ま
ざ
ま
な
理
由

で
メ
キ
シ
コ
お
よ
び
メ
キ
シ
コ
経
済
の
発
展
に
と
っ

て
極
め
て
大
き
な
プ
ラ
ス
と
な
る
。
主
た
る
理
由
は

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

・
現
政
権
が
承
認
し
た
一
一
の
構
造
改
革
を
最
大
限

に
活
用
で
き
る

・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
枠
内
で
貿
易
お
よ
び
投
資
面
の
利
益
の

保
護
を
強
化
で
き
る

・
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
諸
国
と
統
合
さ
れ
た
メ
キ
シ
コ
の
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
強
化
し
、
ま
た
輸
出
に
お
け

る
メ
キ
シ
コ
原
産
品
認
定
実
績
を
活
用
で
き
る

・
競
争
力
の
あ
る
価
格
で
外
国
の
商
品
や
技
術
に
ア

ク
セ
ス
で
き
る
た
め
、
メ
キ
シ
コ
の
消
費
者
に
と

っ
て
有
利
と
な
る

・
高
成
長
を
続
け
る
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
み
な
ら

ず
世
界
全
体
に
お
い
て
、
貿
易
ル
ー
ル
を
定
め
る

権
利
を
持
つ
主
要
国
の
先
頭
に
立
つ
こ
と
が
で
き

る今
後
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
通
じ
て
メ
キ
シ
コ
と
日
本
の
経

済
関
係
が
新
た
な
段
階
に
入
り
、
貿
易
と
投
資
の
結

び
付
き
が
さ
ら
に
強
化
・
深
化
さ
れ
、
両
国
の
政
府
、

企
業
、
そ
し
て
何
よ
り
も
消
費
者
が
恩
恵
を
得
る
こ

と
に
な
ろ
う
。

※本稿は２０１６年３月に「Mexico’s membership in Trans-Pacific Partnership（TPP）will
reinforce and consolidate the country’s trade openness and presence in Asia-Pacific
region」のタイトルで英文寄稿された

あらためて考えるTPP協定の意義と活用、今後の通商戦略
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